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SNAPの補完とオンライン購入 

 
先週、イリノイ州福祉局 (IDHS) は、連邦
政府が、6 月までの継続的な緊急給付金の
支給を補充的栄養援助プログラム（SNAP）
対象の全世帯に対し承認したことを発表し

ました。 この給付金により、対象世帯は、
パンデミック中に各世帯規模に応じて最高

額の SNAP 資金を受け取ることができます。 
利用者は何もする必要はありません。2020
年 6月の SNAPの緊急給付金は、2000年 6
月 19日から 2020年 6月 30日まで SNAP対
象の世帯が利用できるようになります。 
 
また、IDHS は現在、補充的栄養援助プロ
グラム（SNAP）の約 100万世帯の 190万人
を超える利用者向けに食料品のオンライン

購入を提供できることを光栄に思っていま

す。 これにより、現在の緊急時だけでなく、
それ以降も、多くの家族がより手軽に食料

品を入手できるようになります。 
  
AmazonとWalmartは当プログラムがスター
トすると、イリノイ州でオンラインの

SNAP を提供する初の小売業者になります。  
このたび、大規模な配送エリアをカバーす

る全国規模の小売業者が最初のパートナー

になり、多くの人々がすぐに利用できるよ

うになることは、大変喜ばしいことです。 
また、IDHS は、イリノイ州全域のコミュ
ニティに当プログラムを浸透させて広める

ために、その他の食品小売業者にも参加を

働き掛けています。 

 
SNAP 給 付 金 の 申 請 を す る に は 、
abe.illinois.govにアクセスしてください。 
 
 
CALL 4 CALM（電話相談） 
 

イリノイ州福祉局は、無料のテキストメッ

セージによる感情的支援ラインである

「Call4Calm」を引き続き運営します。こ
れはイリノイ州の人々で、コロナ禍に関連

したストレスを経験している方々を支援す

るために立ち上げられました。 552020 に
「TALK」（またはスペイン語の場合は
「HABLAR」）とテキストを送信すると、
現在人々が経験している課題について耳を

傾けてくれる、コミュニティ精神衛生セン

ターの介護カウンセラーからの電話を受け

ることができます。  
 
加えて、このテキスト番号はイリノイ州の

住民が、パンデミック中の重要な問題に関

して、助けとガイダンスを求めるのにも役

立ちます。住民は、「UNEMPLOYMENT
（失業）」、「 FOOD（食物）」、
「SHELTER（シェルター）」などのキー
ワードを 552020 にテキストすると、応答
として追加情報を受けることができます。 
 
 
国勢調査 
 

 
 

イリノイ州の居住者全員が集計に含まれる

必要があります。 IDHS の国勢調査事務所
の 5月の報告書では、「2020年 4月 27日時
点で、イリノイ州は、国勢調査の自己回答
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率が全国で 9 位にランクされた」ことが明
らかになっています。  議員と有権者は、
米国国勢調査局（USCB）の回答率ページ
にアクセスして、自身の地域の回答率に関

する詳細を確認できます。 
 
念のため、米国国勢調査局は、自己回答の

期限を 2020年 10月 31日まで延長したこと
をお知らせいたします。 国勢調査に回答す
るには、オンラインで My2020census.govに
アクセスするか、1-844-330-2020 にお電話
ください。 詳細情報については 987987 に
テキストを送るか、census.illinois.gov にア
クセスしてください。 
 
 
リニューアルされた IDHSウェブサイト 
 

  
 

イリノイ州福祉局は、www.DHS.illinois.gov
のリニューアルされたWebサイトを公開で
きることを喜ばしく思います。 この新しい
サイトは、今までよりも使い勝手が良く操

作しやすくなっています。   
 
 
 
 
 
 
 

IDHS 新型コロナウイルス (COVID-19) 情
報 
 

新型コロナウイルス (COVID-19) 感染症に
関するイリノイ州福祉局からのガイダンス、

お知らせ、アップデート、リンク、リソー

ス、発表、ニュースリリース等は、すべて

IDHS のコロナウイルス情報ページから引
き続きアクセスできます。  
 
 
 
児童保育の復旧  
 

JB Pritzker知事は、COVID-19パンデミック
中に、州全域の児童に保育を提供し続ける

ことができるように、イリノイ州の児童保

育提供者の広大なネットワークを支援する

2億 7,000万ドルの児童保育復旧助成プログ
ラムを発表しました。  
 
児童保育復旧助成金は、イリノイ州児童保

育 リ ソ ー ス 紹 介 機 関 ネ ッ ト ワ ー ク

（INCCRRA）によって管理されます。 
 
現在回答受付中の「申請意図」のアンケー

トは、こちらからオンラインでアクセスい

ただけます。 収集された情報は、今年 7月
に公表されるプログラムの開発の参考とし

て活用され、児童保育提供者には今夏の後

半に最初の助成金の分割払いが支給されま

す。 
 
 


